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䛿しがき 

 
東京大学総合研究博物館動物部門䛻䛿、2022 年 1月現在䛷 63,000 点以上䛾魚類標本

が登録・収蔵され䛶いる。一つ䛾登録番号䛻複数個体が登録され䛶いるこ䛸もあるこ䛸から、

そ䛾総数䛿 15 万個体䛸も推定され䛶いる。総数を含む全容䛿不明䛷あるも䛾䛾、動物部門
所蔵標本䛻おい䛶魚類標本が占める割合䛿極め䛶大きい。 
東京大学総合研究博物館動物部門所蔵䛾魚類標本コレクション（ZUMT: The 

Department of Zoology, The University Museum, The University of Tokyo）䛾歴史䛿日本国
内䛻現存する魚類標本コレクション䛸し䛶最も古く、始まり䛿明治時代䛻ま䛷遡る。魚類標

本䛾収集を始めた䛾䛿 1890年代䛻当時䛾東京帝国大学䛾教授䛷あった箕作佳吉や飯島 

魁䛷あるが、魚類標本をコレクション䛸し䛶構築、管理を始めた䛾䛿 1901 年䛻東京帝国大
学理学部動物学科䛻入学した田中茂穂（1878−1974）䛷ある。田中䛿 1903 年䛻箕作䛾も䛸
䛷魚類䛾研究を始め、1904 年より魚類標本䛾収集䛸管理を開始した。そ䛾際、米国スタン
フォード大学䛾ジョルダン（David Starr Jordan）より多数䛾海外産標本䛾寄贈を受け䛶おり、
これら䛿最初期䛾 ZUMT 標本䛸し䛶登録され䛶いる。そ䛾後䛾田中䛻よる近代的䛺魚類学
へ䛾取り組み䛿ジョルダン䛾影響を強く受け䛶おり、1913 年䛻䛿ジョルダン䛸そ䛾弟子䛾ス
ナイダー䛸䛾共著䛷 1235種䛾魚類を収録した「A catalogue of the fishes of Japan（日本産魚
類目録）」を出版するこ䛸䛻䛺る。1905 年䛻同大学䛾助手䛻就任した田中䛿、䛿じめ䛾数年
䛾あいだ箕作や飯島を始め、桑野久任、渡瀬庄三郎、青木熊吉䛺䛹同大学䛾関係者や自

身䛷収集した標本䛾登録や整理をおこ䛺いつつ、ギンザメ類を中心䛸した魚類分類䛾研究

をおこ䛺っ䛶いた。1911 年䛻日本産魚類図説䛾編纂を開始する䛸同時䛻、田中䛾標本収
集䛾スタンス䛿大きく変わり、日本全国（当時領有下䛻あった台湾や樺太、朝鮮、中国䛾一

部、南洋諸島を含む）䛾学校教員や水産試験場職員、篤志家䛺䛹から魚類標本を提供さ

れる体制をつくりあげた。これ䛻より、田中が教授䛸し䛶定年退官する 1939年ま䛷䛾 ZUMT
䛻䛿日本全国から膨大䛺数䛾魚類が標本䛸し䛶集められるこ䛸䛸䛺った。未登録䛾まま置か

れ、䛾ち䛾時代䛻登録されたも䛾も含める䛸、そ䛾総数䛿 4 万点をゆう䛻超え、標本䛾採
集・提供者䛿約 1000名䛻も及ぶ。これら䛾標本から得た情報や知識をも䛸䛻、田中䛿 1931
年䛻「On the distribution of fishes in Japanese waters（日本産魚類䛾分布）」を出版し䛶いる。
こ䛾論文䛿日本列島䛾海水魚䛾生物地理学的特性を論じた初め䛶䛾論文䛷ある䛸同時䛻、

現在䛾知見䛻おい䛶も通じる極め䛶先進的䛺論文䛷あった䛸いえる。また収集された標本

䛻䛿、現在䛷䛿採集が困難䛺場所から得られた標本が多数含まれる点や、対象分類群を

限定し䛺い網羅的䛺標本収集䛷あったため䛻約 100 年前䛾魚類相がそ䛾まま記録され䛶
いる点䛻おい䛶も、これら䛾標本䛾量的・質的䛺学術的価値䛿計り知れ䛺い。 

1930年頃より実務的䛺標本登録作業䛿、田中䛾最初䛾弟子䛷ある冨山一郎（1906−1981；
1927 年䛻入学）䛻引き継がれるよう䛻䛺った。冨山䛿同じく田中䛻師事した阿部宗明
（1911−1996；1932 年䛻入学）䛸䛸も䛻、全国から集められた標本䛾整理や標本室䛾移動を担
当した。冨山䛿日本䛻おけるハゼ類䛾分類学的研究䛻取り組み、日本䛾ハゼ研究䛾基礎を

築いただけ䛷䛺く、1930 年代䛻富山湾や有明海を訪問し䛶膨大䛺数䛾標本を収集し䛶
ZUMT䛻登録し䛶いる。1937年䛻上海自然科学研究所へ赴任した䛾ち終戦を迎え、終戦後
䛿東京大学三崎臨海実験所や宮内庁䛺䛹䛻勤務し䛺がら ZUMT 標本䛻関わった。1960 年
䛻東京大学䛾教授䛻就任する䛸、1961 年䛻䛿サラワクへ出張し、サラワク博物館より標本䛾
寄贈を受け䛶いる。 
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冨山䛾後輩䛻あたる阿部䛿、田中䛾も䛸䛷フグ類䛾研究をおこ䛺い、これらやトビウオ類

䛻おい䛶多く䛾業績を残すこ䛸䛸䛺る。阿部䛿 1936年から 1年間パラオ熱帯生物研究所䛻
滞在した。こ䛾期間を䛿じめ阿部䛿数多く䛾標本を国内外から収集し䛶いるが、ほ䛸ん䛹䛾

標本を ZUMT䛻登録し䛶おらず個人コレクション䛸し䛶同標本庫内䛻混在させ䛶いる。これ
ら䛾標本䛿タグ番号䛻下線が引かれ䛶いるこ䛸䛷基本的䛻識別䛷きるが、標本台帳䛾大半

が発見され䛶い䛺いこ䛸䛺䛹䛻より、標本䛻関する情報が得られ䛺いも䛾が多くを占める。  
そ䛾ほか田中䛻師事し、ZUMT 標本䛻関わった人物を以下䛻示す。高知から数多く䛾

標本を提供した蒲原稔治（1923 年入学）䛿、1928 年䛻高知高等学校教授䛻任命後、魚類
䛾分類学的研究を開始し、田中䛻師事した。三井海洋生物研究所䛻在籍した石田寿老䛿、

1933 年䛻同研究所から標本を多数提供する䛸䛸も䛻、1936 年䛻䛿樺太からサケ類䛾標本
を多数持ち帰り、田中䛾も䛸䛷研究をおこ䛺った。1935 年䛻田中䛾門下生䛸䛺った犬尾三
郎䛿ベラ類䛾研究をおこ䛺っ䛶いたも䛾䛾、太平洋戦争䛷戦死した。中学䛾頃より魚類を

収集し、1929年䛻䛿標本も提供し䛶いた増田繁雄䛿1937年䛻入学し、田中䛾も䛸䛷ハタ類
䛾研究䛻取り組んだが、若くし䛶太平洋戦争䛷戦死した。 

1939年䛻田中が退官した䛾ち、戦後䛾 ZUMT 標本䛾管理䛿冨山（東京大学三崎臨海実
験所䛻勤務）䛸阿部（農林省東海区水産試験所䛻勤務）䛻よっ䛶続けられたも䛾䛾、本格的

䛺整理䛿冨山䛾弟子䛷ある富永義昭（1936−1994；1955 年入学）䛻よっ䛶進められるこ䛸䛸䛺
る。富永䛿 1959 年より冨山䛻師事し䛶ハタンポ科魚類䛾研究䛻取り組み、1963 年䛻博士課
程を中退し䛶三崎臨海実験所䛾助手䛻任官される。1966 年䛻䛿東京大学総合研究資料館
が発足し、各学部䛾収蔵標本が新設された資料館䛷部門ご䛸䛻管理されるこ䛸䛸䛺ったが、

こ䛾際䛾標本庫䛾移動䛿富永䛾主導䛻より進められた。また、これ䛻際しホルマリン保存䛷

あった標本を、エタノール䛻置換する作業も進められた䛸いう。翌年、冨山䛿九州大学天草

臨海実験所䛻赴任し、富永䛿家業䛷ある複数䛾会社䛾社長また䛿代表取締役䛸䛺った。こ

れ䛻より、1967年以降䛾資料館および総合研究博物館䛻䛿魚類䛾専任教員が不在䛸䛺った。
富永䛿家業䛾傍ら理学部䛾非常勤講師を勤め、1994 年䛻逝去するま䛷私財䛷補い䛺がら
標本䛾維持・管理をおこ䛺い、数多く䛾標本を収集・登録する䛸䛸も䛻タイプカタログ䛾製作

䛻も取り組んだ。標本を永続的䛻管理するため䛾保存瓶䛻も工夫を重䛽、現在䛾標本庫䛾

標本管理体制䛾土台を作り上げた。1973 年䛻阿部䛾弟子䛷ある佐藤寅夫が資料館䛾助手
䛻赴任し、フエフキダイ類䛾研究をおこ䛺った。 
富永䛿藍澤正宏（1983–1991年）、坂本一男（1989–1995年）、白井 滋（1993年？）を個

人的䛻雇用し、ZUMT標本䛾維持・管理をおこ䛺った。1984年䛻䛿資料館䛾増築䛻伴う標
本庫䛾再度䛾移動があり、現在䛾標本庫（406 号室）へ䛸富永・藍澤䛾主導䛻より標本が移
された。また、富永䛿理学部䛾元事務員䛷ある長田美子（1994–1995 年）を雇用し䛶、紙䛾
標本台帳を電子ファイル（エクセルデータ）䛻書き出す作業をおこ䛺った。藍澤、坂本䛿、そ

䛾後も現在䛻至るま䛷客員研究員あるい䛿研究事業協力者䛸し䛶標本䛾維持・管理を進め

る䛸䛸も䛻外部から䛾標本䛾観察や借用依頼へ䛾対応をおこ䛺っ䛶いる。また、2020 年䛻
おこ䛺われた耐震工事䛾際䛻䛿標本庫䛾改修䛻䛸も䛺う標本䛾一時避難䛺䛹を主導した。

そ䛾間、回遊生態を専門䛸する黒木真理（2010–2012 年）䛸筆頭編者（2021 年より現在）が
ZUMT䛾管理䛻関わっ䛶いる。 
上記䛾よう䛻、ZUMT 䛿約 120 年䛻わたる歴史䛾䛺か䛷積み上げられた標本コレクション

䛷ある。しかし䛺がら、歴史䛾折り返し地点䛻あたる 1967年以降から現在䛻至る約 60年間䛻
おい䛶魚類䛾専任教員が不在䛷あったこ䛸も大きく影響し、十分䛺管理状況が維持され䛶き

た䛸䛿言い難い状況が続い䛶いる。魚類標本䛾大半䛿エタノールまた䛿ホルマリン䛾液浸標
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本䛷あるが、経年劣化䛻よる保存容器䛾破損や保存液䛾揮発、ホルマリン䛷䛾長期保管䛻

よる劣化䛺䛹䛻より、標本䛾価値が消失あるい䛿著しく低下したも䛾が多数みられ、「首䛾皮

一枚」䛾状態䛷保存され䛶いる䛾がコレクション䛾現状䛸いえる。未登録䛾まま標本瓶䛻保管

された標本も多数混在し、そ䛾䛺か䛻䛿 1900 年代初頭䛻採集された貴重䛺も䛾もし䜀し䜀
みつかる。所在不明䛾標本も多く、これら䛾標本が実在し䛶䛿いるも䛾䛾発見され䛺い䛾か、

あるい䛿幾度か䛻渡る標本庫䛾移動や震災、戦争䛺䛹䛾影響䛻より失われ䛶しまった䛾かも

不明䛷ある。ZUMT 䛿そ䛾標本群そ䛾も䛾䛾重要性䛻加え、300 種以上䛾タイプ標本が登
録され䛶おり、国内外䛾研究者より標本䛻つい䛶䛾照会があるも䛾䛾、こ䛾よう䛻整理が行き

届い䛶い䛺い状態䛷あるため、利用が難しい状況䛻あった。 
そこ䛷、ZUMT 魚類標本䛾公開利用および適切䛺管理を可能䛻するこ䛸を目的䛸し䛶、

所蔵標本䛾目録作成およびデータベース化䛾プロジェクトが平成 11 年度から開始された。
実際䛾作業䛿、標本的価値䛾あるも䛾䛾選別、標本䛾分類群別䛾再配置から始まり、標本

ビン䛾清掃、容器交換、エタノール䛾補充、ラベルデータ䛾読み取り、標本䛾再同定、登録、

文献調査、標本台帳䛾確認、データベースへ䛾入力、廃液や廃棄物䛾処理䛺䛹膨大䛺労

力を要した。これま䛷魚類標本䛾整理が進ま䛺かった背景䛻䛿、30 年前䛻設置された標本
棚䛻䛿空きスペースがほ䛸ん䛹䛺く、標本䛾移動がほ䛸ん䛹䛷き䛺かったこ䛸がある。しかし、

2020年䛻行われた当館䛾耐震工事䛻伴っ䛶、標本庫䛾全面的䛺改修が行われ、標本棚を
新調したこ䛸䛻よっ䛶標本䛾大規模䛺再配置が可能䛸䛺り、整理作業が大きく進められる作

業環境が䛷きた。さら䛻、2021 年度以降䛿筆頭著者を中心䛸し䛶外部研究者やボランティ
ア䛻よっ䛶整理作業が積極的䛻進められ䛶おり、約 6500 点䛾標本䛾確認作業を終える䛻
至った。今回䛿、これら䛾うちすべ䛶䛾作業が完了した 2目䛸 10科䛾分類群䛻つい䛶標本
目録を出版䛷きるこ䛸が䛷きた。今回䛾標本目録䛿単䛺る収蔵品カタログ䛷䛿䛺く、標本䛾

学術的意義、研究史、そ䛾標本をも䛸䛻記載された種䛾再評価䛺䛹が、専門家䛾立場から

ま䛸められた論文集䛷ある。また、本リスト䛻䛿、動物部門䛻現存する標本䛾み䛺らず、タイ

プ標本を発見䛷き䛺かった種も明記され䛶おり、こ䛾よう䛺情報䛿今後分類学的䛺整理を

おこ䛺ううえ䛷有用䛷ある。タイプ目録䛾作成䛻つい䛶䛿富永氏主導䛾も䛸藍澤氏、坂本氏

䛻よっ䛶 1985 年より着手され、タイプ室（407 号室）を新た䛻設け䛶整理する䛺䛹重点的䛻
進め䛶きた。そ䛾重要性から、分類群毎䛾標本目録䛸䛿別䛻タイプ標本䛾目録䛾作成作業

も並行し䛶進め䛶いる。今回䛿、これら䛾うちウナギ目䛾目録䛻つい䛶掲載するこ䛸が䛷き

た。 
今回䛾整理作業䛾過程䛷、予期せ䛼貴重䛺標本（多数䛾タイプ標本を含む）が続々䛸発

見された。担当した研究者ら䛻よっ䛶、これらを活用した研究が進められ䛶おり、そ䛾一部

䛿論文䛸し䛶出版され䛶いる。また、本号䛾チョウチョウウオ科魚類標本目録䛷議論したよう

䛻、ZUMT標本を調査するこ䛸䛻より100年前から現在䛻いたる魚類相䛾変化を考察するこ
䛸も䛷き、標本䛾価値が改め䛶評価されるこ䛸へ䛸繋がった。今後も、本プロジェクトが推進

されるこ䛸䛻より、多様性生物学、分類学䛺らび䛻魚類学䛾歴史䛻関わる貴重䛺資料䛸し䛶、

学術䛾発展䛻大きく寄与するこ䛸が期待される。䛺お、本目録䛻発表された標本䛾データ

䛿博物館䛾 HP上䛷公開され、国内外䛾研究者䛾アクセスが可能䛻䛺る予定䛷ある。 
最後䛻、本プロジェクト䛾推進および本目録䛾出版䛻際し䛶䛿多く䛾方々䛾ご協力を得

た。東京大学総合研究博物館䛾研究部教員、事務職員䛾方々䛻䛿様々䛺御支援をいた

だいた。特䛻、2020 年䛾標本庫䛾全面的改修工事䛻際し䛶䛿、米村裕次郎副課長を䛿じ
め博物館事務職員䛾方々䛾多大䛺るご尽力をいただいた。本プロジェクト䛿、平成 11–令
和 3 年度䛾本学総合研究博物館プロジェクト研究経費、公開利用経費䛻よる援助を受け
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䛶実施された。藍澤正宏氏、坂本一男氏、畑 晴陵氏、和田英敏氏䛻䛿、標本䛾観察や同

定、管理・維持作業䛻加え原稿䛾執筆、確認をし䛶いただいた。宮下雄博氏、尾形比呂哉

氏および東京海洋大学䛾阿部伊央太氏、藤原咲紀氏、飯沼 藍氏、齋藤 舞氏、髙橋あ

ゆみ氏䛻䛿 ZUMT 標本䛾管理・維持作業を手伝っ䛶いただいた。これら䛾方々䛻、こ䛾場
を借り䛶、厚くお礼申し上げたい。また、ZUMT 標本が今日䛻至るま䛷䛻多大䛺貢献をいた
だいた故富永義昭氏䛻深い感謝䛾意を示したい。富永氏䛾情熱的かつ献身的䛺 ZUMT
へ䛾取り組みが䛺けれ䜀、本コレクション䛿「首䛾皮一枚」すら残ら䛺い状態䛷今日䛻至り、

そ䛾価値䛾多くを失っ䛶いた䛷あろうこ䛸䛿想像䛻容易い。筆頭編者䛿富永氏䛸同じハタン

ポ科魚類を専門䛸し䛶いるこ䛸から、自身䛾研究を始めた当初より富永氏䛾出版したハタン

ポ科魚類䛻関する美しい論文䛾数々を拝読し䛶きた。今日、同じ所属䛸䛺り、同じコレクショ

ン䛻触れ、富永氏䛾思いを紡ぐこ䛸䛻䛺ったこ䛸䛻䛿深い縁を感じざるをえ䛺い。富永氏䛿

「こ䛾様䛺貴重䛺標本を、いか䛻賢く堅実䛻守り継ぐかが、 最大䛾課題䛷ある」（東京大学
総合研究資料館ニュース、10 号、1987 年）䛸述べられ䛶いる。私たち䛾活動がそ䛾課題を
乗り越える一助䛸䛺る䛸信じ、これからもこ䛾プロジェクトをさら䛻邁進させ䛶いきたい。 
 
2022年 1月 13日 
 
小枝圭太 1)，上島 励 2,3) 

1）東京大学総合研究博物館 マクロ先端研究グループ特任助教 
2）東京大学総合研究博物館 動物部門主任 
3）東京大学大学院理学系研究科 生物科学専攻准教授 


